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税の知識１･･･『寡婦（夫）控除』をご存知ですか？

税の知識２･･･「扶養控除」をご存知ですか？

詳しくは、市税務課市民税係（あ 22－8114）までお問い合わせください。

確定申告の受付相談会場が変わります！

シリーズ税金！

　納税者本人が次に当てはまる場合は、確定申告書を提出することで、寡婦（夫）控
除が取得できます。

寡婦（夫）控除の内容

内　　容 所　得　税 個人住民税

所得控除額
27万円
ただし、特別の寡婦は35万円

26万円
ただし、特別の寡婦は30万円

特例措置 なし
合計所得が125万円以下の場合、
住民税が非課税

　来年の確定申告は、より充実したサービスの提供を

図るため、申告書の作成のほか、税金へのさまざまな

問合せに関する窓口を一本化し、税務署、県税事務所、

市役所および税理士会が同じ場所に集合して受付を行

なう、一斉合同申告方式に変わります。

　これにより、次の確定申告期間中は、税務署内お

よび市役所内では申告受付は行いませんので、場所

をお間違えのないようお願いします。

確定申告期間：平成１９年２月１６日（金）～３月１５日（木）
新 受付相談場所：県立倉吉体育文化会館中研修室（２Ｆ）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊なお、関金支所での受付は従来どおり行います。

申告の種類 期　　間 受付相談場所

還付申告（源泉所得税の返還を求める申告）
平成19年１月４日（木）～２月15日（木） 税務署

平成19年２月１日（木）～２月15日（木） 市役所税務課

確定申告および住民税申告 平成19年２月16日（金）～３月15日（木） ＊県立体育文化会館

　１月～12月の合計所得が38万円以下の扶養親族がいる場合、扶養控除が取得できます。

内　　　容
控　除　額

所　得　税 個人住民税

(1) 特定扶養親族･･･ 平成18年12月31日現在で年齢16
～22歳の人

63万円 45万円

(2) 老人扶養親族･･･ 平成18年12月31日現在で年齢70
歳以上の人

48万円 38万円

（3）扶養親族・・・上記(1)、(2)以外の扶養親族 38万円 33万円

１．寡婦（女性）控除の要件
【通常の寡婦】

次のいずれかに当てはまる人に適用されます。

（１）夫と死別または離別した後、婚姻をしていない人

で、扶養親族または 38万円以下の所得しかない生

計を一にする子を有する人。ただし、その子がほか

の人の扶養親族などになっている場合は除きます。

（２）夫と死別した後、婚姻をしていない人で、１月～

12月の合計所得が 500万円以下の人。

【特別の寡婦】

　夫と死別または離別した後、婚姻をしていない人

で、扶養親族である子を有し、１月～12月の合計所得

が 500万円以下の人

２．寡夫（男性）控除の要件
次のすべてを満たしている人に適用されます。

（１）妻と死別または離別した後、婚姻をしていない人。

（２）38万円以下の所得しかない生計を一にする子を

有する人。ただし、その子がほかの人の扶養親族

などになっている場合は除きます。

（３）１月～12月の合計所得が 500万円以下の人。

平成18年分の場合
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来春は保育園ですネ！

地区名 保育所名
公･

私立
定員 所在地

開所時間
（延長時間含む）

特　別　保　育
電話番号一時

保育
休日
保育

オープンデー

上北条 上北条保育園 私立 90 新田360-2 7時00分～19時00分 △ 水曜 ｆ 26－0066

上　井

上井保育園 公立 60 福庭町 2丁目152 7時20分～18時50分 木曜 ｆ 26－0868

あゆみ保育園 私立 90 海田西町 2丁目251 7時00分～19時00分 △ 木曜 ｆ 26－0638

ひかり保育園 私立 45 上井町 1丁目104 7時15分～19時15分 △ ２･４木曜 ｆ 26－1389

西　郷

ババール園 私立 90 山根425-3 7時00分～20時00分 ○ ○ ２･４水曜 ｆ 26－0211

倉吉東保育園 私立 120 上井781-1 7時15分～19時15分 ○ 月２回 ｆ 26－3436

西郷保育園 公立 80 下余戸129-1 7時20分～18時50分 木曜 ｆ 26－2646

上　灘
どんぐり保育園 私立 120 上灘町41-1 7時00分～19時00分 △ △ 水曜 ｆ 22－0252

うつぶき保育園 私立 90 東昭和町177-1 7時00分～20時00分 △ 水曜 ｆ 22－2933

成　徳
倉吉愛児園 私立 90 東町342 7時00分～19時00分 △ △ 月２回 ｆ 22－3072

めぐみ保育園 私立 60 仲ノ町742-2 7時00分～19時00分 ○ △ 月～金曜 ｆ 22－3488

明　倫
倉吉西保育園 公立 60 余戸谷町2970-1 7時20分～18時50分 木曜 ｆ 22－2687

ひまわり保育園 私立 60 みどり町3180 7時10分～19時10分 △ 金曜 ｆ 23－0999

灘　手 灘手保育園 公立 45 尾原500-15 7時20分～18時50分 木曜 ｆ 22－5405

社

向山保育園 私立 60 和田東町917 7時00分～19時10分 △ 木曜 ｆ 23－0836

みのり保育園 私立 120 西福守町595 7時00分～19時00分 △ ２･４火曜 ｆ 28－0018

社保育園 公立 60 国分寺342-11 7時20分～18時50分 水曜 ｆ 28－1755

北　谷 北谷保育園 公立 45 沢谷289-1 7時20分～18時50分 木曜 ｆ 28－1416

高　城 高城保育園 公立 90 上福田1104 7時20分～18時50分 ○ 木曜 ｆ 28－2202

小　鴨
西倉吉保育園 私立 60 西倉吉町2-23 7時15分～19時30分 △ 金曜 ｆ 28－2228

小鴨保育園 公立 90 中河原551-1 7時20分～18時50分 ○ 月～金 ｆ 28－2836

上小鴨 上小鴨保育園 公立 60 鴨河内1731-1 7時20分～18時50分 木曜 ｆ 28－0306

関　金
関金保育園 公立 90 関金町関金宿2830-2 7時20分～18時50分 ○ 火曜 ｆ 45－2853

山守保育園 公立 45 関金町堀2058 7時20分～18時50分 月～土 ｆ 45－2253

　平成19年４月１日からの保育所への入所申込を受け
付けしています。
◆対象児童の年齢 :生後５７日目～就学前
◆受付場所 :入所を希望する保育所
　※市外保育所を希望する人は福祉課で受け付けます。
◆入所の条件 :保護者が仕事や病気などの事情で、家
庭での子どもの保育ができない場合
◆給食 :乳児には月齢にあわせた離乳食、３歳未満児
は主食・副食・おやつ２回、３歳以上児は副食・お
やつ１回で主食は持参

◆保育料 :保育料基準は市
内一律です。金額は保護
者の前年分の所得税、前
年度分の市民税の課税額
および子どもの年齢（３
歳以上、未満の２区分）
などで決まります。
　詳しくは、市ホームページ（下記アドレス）に掲載し
ています。
※問合せ先 :福祉課（あ 22－8100/い 22－7020）

《実施事業のご紹介》
・延長保育と障害児保育は全園で実施しています。

・一時保育、休日保育は、上の表のとおりです。

○は市からの委託事業、△は園の自主事業です。（自主事業の詳細は各園にお問い合わせください）

※一時保育：保育園に入所していない就学前の児童を緊急・一時的に保育します。

※オープンデー：保育園に入所していない就学前の児童とその保護者に保育園を開放します。

保育料については、倉吉市のホームページに掲載しています。
URL:http://www.city.kurayoshi.tottori.jp/p/gyousei/div/fukushi/fukushi/9/7/

市内認可保育所一覧
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（
運
動
の
重
点
）

重
点
１ 
・
飲
酒
運
転
の
根
絶

重
点
２ 
・
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止

重
点
３ 

・
後
部
座
席
を
含
む
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
着
用
の
徹
底

　

年
末
・
年
始
は
飲
酒
の
機
会
が
増

え
る
こ
と
で
、
交
通
事
故
の
多
発
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
飲
酒
運
転
の
根

絶
な
ど
を
重
点
と
し
て
、
年
末
の
交

通
安
全
県
民
運
動
が
県
下
一
斉
に
実

施
さ
れ
ま
す
。

◎ 

運
転
者
の
皆
さ
ん
、「
こ
れ
く
ら
い

な
ら
大
丈
夫
」「
も
う
さ
め
た
だ
ろ

う
」
な
ど
の
甘
い
考
え
は
や
め
ま

し
ょ
う
。
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対

に
運
転
を
し
な
い
、
車
を
運
転
す

る
人
に
は
お
酒
を
勧
め
な
い
、
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

 　

特
に
、
高
齢
運
転
者
標
識（
も

み
じ
マ
ー
ク
）を
付
け
た
車
両
や
、

高
齢
の
歩
行
者
を
見
か
け
た
ら
、

ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
な
ど
思
い
や

り
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◎ 

高
齢
者
の
皆
さ
ん
、
運
転
適
性
診

断
な
ど
を
積
極
的
に
受
け
、
自
分

の
運
転
能
力
に
応
じ
た
ゆ
と
り
あ

る
運
転
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◎ 

薄
暮
の
時
間
帯（
今
の
時
期
で
す

と
午
後
５
時
ご
ろ
）
に
は
、
歩
行

者
や
自
転
車
か
ら
よ
く
見
え
る

よ
う
、
車
の
前
照
灯
を
点
灯
し
ま

し
ょ
う
。

◎ 

歩
行
者
の
皆
さ
ん
、
夜
間
外
出
す

る
と
き
は
、
明
る
い
服
装
で
靴
や

持
ち
物
に
反
射
材
を
付
け
て
、
運

転
者
か
ら
見
え
や
す
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
自
転
車
を
利
用
す
る

と
き
も
自
転
車
用
の
反
射
材
を
取

り
付
け
ま
し
ょ
う
。

◎ 
譲
り
合
い
、
思
い
や
り
の
気
持
ち

を
持
ち
、
信
号
機
の
あ
る
交
差
点

で
は
、
必
ず
信
号
を
守
り
前
方
左

右
な
ど
周
囲
の
状
況
を
確
認
し
て

通
行
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
右
折
、

左
折
す
る
と
き
は
、
早
め
に
合
図

を
出
し
、
歩
行
者
や
自
転
車
の
有

無
に
も
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

※
問
合
せ
先

：

総
務
課
（
あ

２
２

－
８
１
６
２
／
い
２
２

－

１
０
８
７
）

■
議　

案
■

【 

認　

定　

十
七
件 

】

●
平
成
十
七
年
度
の
一
般
会
計
及
び
、
各
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算

【 

原
案
可
決　

一
件 

】

●
倉
吉
市
立
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■
陳　

情
■

【 

採　

択 

一
件 

】

●
間
伐
材
搬
出
促
進
に
関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い

て【 

趣
旨
採
択 

二
件 

】

●
河
北
中
学
校
の
移
転
に
伴
う
施
設
設

備
整
備
に
つ
い
て　

●
最
低
保
障
年
金

制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に

つ
い
て

【 
不
採
択 

二
件 

】

●
倉
吉
市
上
灘
保
育
園
の
廃
園
反
対
に

つ
い
て　

●
中
国
に
お
け
る
法
輪
功
学

習
者
の
臓
器
摘
出
の
実
態
調
査
を
求
め

る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

【 

継
続
審
査 

三
件 

】

●
新
斎
場
建
設
候
補
地
の
推
薦
撤
回
に

つ
い
て　

●「
グ
リ
ー
ン
ス
コ
ー
レ
せ

き
が
ね
」
存
続
に
つ
い
て　

●
新
斎
場

建
設
候
補
地
の
取
り
下
げ
に
つ
い
て

■
議
会
発
議
■

【 

選　

任 

一
件 

】

●
倉
吉
市
議
会
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

い
て（
川
部　

洋
）　

【 

原
案
可
決 

三
件 

】

●
間
伐
材
搬
出
促
進
に
関
す
る
意
見
書
提
出
に
つ
い

て　

●
最
低
保
障
年
金
制
度
の
創
設
を
求
め
る
意
見

書
提
出
に
つ
い
て　

●
道
路
特
定
財
源
制
度
の
堅
持

を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
決
算
な
ど
、
十
八
議
案
を
審
議

　

平
成
18
年
11
月
第
６
回
倉
吉
市
議
会
定
例
会
が
、
11
月
２
日
か
ら
17
日
ま
で
開

催
さ
れ
、
平
成
17
年
度
決
算
、
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正
案
な
ど
18
議
案
、
陳
情

４
件
、
議
会
発
議
４
件
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
議
録（
質
問
、
答
弁
な
ど
）
は
、
各
地
区
公
民
館
、
各
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー
、

市
立
図
書
館
、
市
役
所
２
階
市
民
と
市
長
の
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
な
ど
で
、
２
月

下
旬
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
市
議
会
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
は
、
倉
吉
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

市議会報告

11月定例会

倉吉市議会定例会のお知らせ
　平成18年12月第７回倉吉市議会定例会が、次の日程で
開催されます。

通し日 月・日 曜 会議区分 時　間 内　　容

1 12月５日 火 本 会 議 午前10時
議案の上程、
提案理由の説明

2 ６日 水 〃 〃 市政に対する一般質問

3 ７日 木 〃 〃 〃

４ ８日 金 〃 〃 〃

５ ９日 土 休 会

６ 10日 日 〃

７ 11日 月 本 会 議 午前10時 付議議案に対する質疑
～委員会付託

８ 12日 火 委 員 会

９ 13日 水 〃

10 14日 木 休 会

11 15日 金 本 会 議 午前10時
委員長報告
～付議議案の討論・採決

※問合せ先：議会事務局（あ 22―8145/い 22―8146）

そ
の
一
杯　

勧
め
た
あ
な
た
も　

共
犯
者

年末の交通安全県民運動 12月13日から22日までの10日間

STOP！
飲
酒
運
転
！
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倉吉市人権文化センター
あ22-4768／い22-4901

№32

　

２
０
０
４（
平
成
16
）年
以
降
、
中
部
地

区
で
合
計
６
件
の
差
別
落
書
き
が
発
覚
し

ま
し
た
。

■
事
例
１

　

２
０
０
４（
平
成
16
）年
Ｊ
Ｒ
倉
吉
駅
男

子
用
ト
イ
レ
に「
○
○
コ
ウ 

エ
タ
」な
ど
と
、

中
部
地
区
に
あ
る
高
等
学
校
を
名
指
し
、

賤せ
ん
し
ょ
う称

語
を
使
い
誹ひ
ぼ
う謗

中
傷
す
る
差
別
落
書

き
が
、
繰
り
返
し
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

■
事
例
２

　

同
年
、
市
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

や
児
童
公
園
の
遊
具
や
ト
イ
レ
な
ど
に
同

和
地
区
の
人
々
や
在
日
外
国
人
を
誹
謗
中

傷
す
る
落
書
き
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

■
事
例
３

　

２
０
０
５（
平
成
17
）
年
７
月
、
東
伯

郡
同
和
対
策
協
議
会
が
主
催
す
る
同
和
問

題
講
演
会
の
案
内
チ
ラ
シ
の
両
面
に
、
黒

い
ボ
ー
ル
ペ
ン
で「
人
お
差
別
す
る
町（
倉

吉
）」と
書
か
れ
た
も
の
が
交
流
プ
ラ
ザ
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
ス
タ
ン
ド
に
投
げ
込
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

■
事
例
４

　

２
０
０
６（
平
成
18
）年
３
月
、
ハ
ワ
イ

海
水
浴
場
隣
の
国
道
９
号
線
宇
野
駐
車
場

ト
イ
レ
の
壁
に
マ
ジ
ッ
ク
で「
え
た　

ヒ

ニ
ン　

死
ね
」と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

■
事
例
５

　

同
年
４
月
、
三
朝
町
内
の
県
道
わ
き

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に「
し
ん
へ
い
し
ね
」、「
バ

イ
タ  

エ
タ
」と
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

■
事
例
６

　

同
年
６
月
、
８
月
に
は
、
Ｊ
Ｒ
倉
吉
駅

に
隣
接
す
る
倉
吉
ほ
っ
と
プ
ラ
ザ
の
男
子

ト
イ
レ
で
も
、
あ
い
つ
い
で「
エ
タ
」と
書
か

れ
た
差
別
落
書
き
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

差
別
投
書
や
問
合
せ
事
象

◆
事
例
１

　

２
０
０
５（
平
成
17
）年
８
月
に
は
、
倉

吉
体
育
文
化
会
館
に
大
学
ノ
ー
ト
を
破
っ

た
紙
に「
Ｎ
Ｏ
４　

私
は
痛
め
に
あ
っ
た
。

こ
ん
な
こ
と
を
す
る
の
で
間
違
い
ご
と
が

起
こ
り
や
す
い
。（
同
和
の
人
間
は
汚
い
）」

と
書
か
れ
た
投
書
が
投
げ
込
ま
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
は
、県
内
か
ら
約
３
、０
０
０

人
が
集
ま
っ
て
第
30
回
部
落
解
放
鳥
取
県

研
究
集
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
差

別
を
な
く
す
る
た
め
の
集
会
を
、「
こ
の
よ

う
な
集
会
や
取
り
組
み
は
止
め
て
し
ま

え
」と
批
判
し
た
内
容
の
投
書
で
し
た
。

◆
事
例
２

　

今
年
３
月
に
は
、
倉
吉
市
役
所
に
中
古

住
宅
販
売
に
か
か
わ
っ
て
市
内
の
地
区
名

を
出
し
な
が
ら
同
和
地
区
か
ど
う
か
を
訪

ね
る
問
合
せ
の
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。
結

局
、
こ
の
電
話
の
人
物
は
、「
そ
の
物
件
が

い
く
ら
良
い
物
件
で
あ
っ
て
も
同
和
地
区

で
あ
れ
ば
購
入
し
な
い
」
と
発
言
し
て
い

ま
す
。
同
和
地
区
の
土
地
に
対
す
る
予
断

と
偏
見
が
根
強
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
を

表
す
事
象
で
し
た
。

行
動
化
に
つ
な
が
る
学
び
を

　

こ
の
よ
う
に
あ
い
つ
い
で
発
生
し
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
差
別
事
件
の
現
状
と
課
題

を
認
識
し
、「
差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学

ぶ
」
た
め
の
学
習
活
動
の
充
実
や
社
会
シ

ス
テ
ム
を
つ
く
る
こ
と
が
よ
り
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。　

　

倉
吉
市
で
は
、
県
内
で
３
番
目
と
な
る

罰
則
規
定
を
含
む「
倉
吉
市
落
書
き
の
防

止
に
関
す
る
条
例
」（
平
成
17
年
11
月
１
日

施
行
）を
制
定
し
て
い
ま
す
。

　

差
別
や
人
権
侵
害
を
許
さ
な
い
社
会
シ
ス
テ
ム
を
！

「
差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学
ぶ
」取
り
組
み
を
通
し
て

　

「
差
別
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
」、し
か
し
そ
の
一
方
で
、「
差
別
は
根
強
く
存
在
す

る
」と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
実
際
に
、
私
た
ち
の
身
近
な
暮
ら
し
の
中
に
発
生
し
て

い
る
差
別
の
実
態
や
そ
の
背
景
を
知
る
こ
と
は「
行
動
化
に
つ
な
が
る
学
び
」と
し
て

重
要
で
す
。

公
衆
ト
イ
レ
や
公
共
施
設
に
あ
い
つ
ぐ
差
別
落
書
き

第
58
回
人
権
週
間
は
じ
ま
る

　
　
　
　
　

12
月
４
日（
月
）〜
10
日（
日
）

　

こ
の
週
間
は
、
昭
和
23
年
12
月
10
日
、
第
３

回
国
際
連
合
総
会
で「
世
界
人
権
宣
言
」が
採
択

さ
れ
た
日
を
記
念
し
て
定
め
ら
れ
、
今
年
で
58

回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

人
権
の
尊
さ
を
知
り
、
お
互
い
に
相
手
の
立

場
を
考
え
、
こ
れ
を
大
切
に
す
る
こ
と
が「
人
権

尊
重
」で
す
。
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
今
一
度
、

人
権
の
尊
重
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

《
強
調
事
項
》

｢

育
て
よ
う 

一
人
ひ
と
り
の 

人
権
意
識｣

　

－ 

思
い
や
り
の
心
・

　
　
　
　
　

か
け
が
え
の
な
い
命
を
大
切
に

－

き
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

き
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

き
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
よ
う

き
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現

し
よ
う

き
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

き
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を
深
め
よ
う

き
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

き
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
な
ど
に

対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

き
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

き
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮
し

よ
う

き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人
権
侵
害
は

止
め
よ
う

き
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く
そ
う

き
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

き
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
を
な
く

そ
う

き
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
に
対
す

る
認
識
を
深
め
よ
う

※
問
合
せ
先

：

鳥
取
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

（
あ
０
８
５
７

－

２
２

－

２
２
８
９
）




